
令和 3年 11月 フ日 (日 )開催

「不登校対策セミナー」の感想・意見の紹介

★セミナーに参加された方々から、アンケー トにより、ご意見やご感想をいただきました。

公開のご了解いただいたアンケー トの中から、いくつかを紹介させていただきます。

(一部抜粋、分かりにくい所は、補足を加えさせていただきました)

保護者 Aさん

。「愛着関係」と、聞くことはありまし

たが、その本当の意味を理解できてい

ない所がありました。

・不安定な「愛着関係」でも、不登校に

ならず、子どもが、頑張って登校して

いるケースがあることを知 りました。
・外的なス トレスに対して、自分 (子ど

も)を守つてくれるものが、「愛着関

係」なのだ 。・ 。と思いました。

保護者 Cさん

。より安定した「愛着関係」のつくり方

その 1:「心の手抜きをしない」のお

話を聞いた時、・・・

子どもが不登校気味になつた原因につ

いて、自分の子どもへの関わり方をふ

り返ることができました。
。子どもの「甘え」と関わつて、「反動

形成」という行動様式があることを、

初めて知 りました。

子どもが、私に、反発的な言葉を返し

てくる気持ちの裏にあるものが、少し

分かったように思います。
。「正しい理解」、「正しい共感」ができ

ていなかつたので、子どもと正しく関

わっていきたいです。

保護者 Bさん

。登校を渋るようになつて 1年ほど経ち

ますが、・・・

「子どもにとって辛い態度をとつてし

まつていたな」と・・・感じました。

父親が、無理やり連れて行った時期も

ありました。

・夫婦で考えるべき点はいろいろあり、

これからの関わり方の参考にさせてい

ただきます。

・子どもが悪化してしまつたのはナゼな

のかを考えることより、日の前の子ど

もと、よりよい関係 (「 愛着関係」)を
築いていきたいです。

保護者 Dさん

。余計な一言を、たくさん言つていた

自分に気づきました。
。「いたわり」、「ねぎらい」の言葉を一

言、子どもだけでなく、家族に対し

てもかけていけば、家庭の中に、安

心感と安全感がひろがつていくと思

いました。
。このセミナーを、不登校で困つてい

る人へ、是非広めていつてほしいと

思います。
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地域の○○委員 Eさん

。不登校、引きこもりについて、深 く学

びたいと思つて参加しました。
・私たちの地域では、「当事者の会」的

なものがスター トしたばかりで、安心

できる拠り所となるものは、整つてい

ません。

・何を大切に、何を話し合い、どう積み

重ねていくか、現在模索中です。1月

のセミナーにも参加し、より深く学び

たいと思つています。

保護者 Gさん

。わたしたちがよく耳にするようになつ

た「愛着」という言葉が、「愛情」と

は意味が異なることを、初めて知りま

した。
。中学生や高校生の不登校の具体的な事

例を伺う中で、・・・

親子の安定した「愛着関係」は、不登

校の改善はもとより、子どもの心の安

定、成長、発達にも必要なものである

ことがよく分かりました。

タンポポの会 Iさん

。新型コロナに感染するのが心配で、健

康診断を受ける人が減つているという

ケースを伺い、。・・

大人でも、安全 。安心が感じられなく

なると、行動が止まつてしまうんだな

あ・・ 。と思いました。
。それと同じように、・・・

子どもを再登校につなげるには、より

安定した「愛着関係」を築き、子ども

が安心と安全を感じられる環境づくり

を進めていくことが大事なんだと思い

ました。

保護者 Fさん

。今までの生活をふり返り、子どもとの

心温まる関わりが、薄かつたように思

いました。
・自分自身、自分の親との「愛着関係」

に課題があるように思つているので、

1月の「サポー トセミナー」で、より

深く学びたいと思いました。
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保護者 Hさん

。不登校の子どもは、不眠傾向であつた

り睡眠が浅かつたりするケースが多い

ことを聞き、・・・

子どもが、朝なかなか起きられないの

は、そのためか 。・ 。と思いました。
。子どもは、睡眠に関する困りごとを話

しませんが、・・・

子どもの体調のことをよく考えず、

「○時よ、起きなさい」などと、よく

声かけをしていた自分を、深く反省し

ました。

・睡眠のことも含め、子ともの体のこと

に気を配りながら、子どもの気持ちを

大切にした関わり方 (「愛着関係」)を
心がけていきたいと思いました。

セミナー担当 西村明倫

・不登校の改善につなげる具体的な方法

が見えなくて、お困りの保護者さん

は、たくさんいらつしゃいます。

しかし、保護者が具体的に学べる場は

ほとんどないというのが実態です。

・鳥取県においては、公的機関が主催す

る保護者の学びの場は、皆無です。
。リー ドする人がいないのであれば、

「私が、自分にできることを 。・・」

という気持ちで開催したのが、この

「不登校対策セミナー」です。令和 4

年度は、米子市でも開催の予定です。


